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安
城
村

矢
作
川

　

明
治
用
水
は
、矢
作
川
を
水
源
と
し
、

愛
知
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
安
城

市
を
中
心
に
、約
５
５
０
０
ha
の
農
地
を

灌
漑
し
て
い
ま
す
。か
つ
て
碧
海
台
地
は
水

が
不
足
し
て
お
り
、安
定
し
た
耕
地
の
維

持
が
難
し
い
た
め
、台
地
上
に
造
ら
れ
た

溜
池
の
水
を
巡
り
村
々
の
対
立
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。こ
の
苦
境
を
救
う
た
め
、矢

作
川
の
水
を
導
き
、大
規
模
な
新
田
開
発

を
行
お
う
と
計
画
し
た
の
が
都
築
弥
厚
で

し
た
。計
画
が
許
可
さ
れ
た
直
後
に
弥
厚

は
病
没
し
て
し
ま
い
、計
画
は
取
り
下
げ

ら
れ
ま
し
た
が
、明
治
13
年（
１
８
８
０
）

に
明
治
用
水
は
完
成
。碧
海
地
域
の
土
地

は
飛
躍
的
に
開
発
さ
れ
、

大
正
末
か
ら
昭
和
初
め
に

か
け
て
、「
日
本
デ
ン
マ
ー

ク
」と
い
わ
れ
る
ま
で
の
農

業
地
帯
と
な
り
ま
し
た
。

弥
厚
の
夢
は
明
治
用
水
と

し
て
実
現
し
、今
日
の
農

業
の
基
盤
を
築
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

豊
か
な
安
城
を
夢
見
て

The Meiji Canal is an agricultural water channel 
whose source is the Yahagi River, and it irrigates 
approximately 5,500 hectares of farmland in Anjo and 
the surrounding areas. Yako Tsuzuki planned the 
large-scale development of new fields in these areas. 
H is  ach ievements  p rov ided  a  bas is  fo r  t he  
prosperous agricultural industry in Anjo, which is 
called the “Denmark of Japan”.

Dreaming of a fertile Anjo

明
治
用
水
と

都
築
弥
厚

Meiji Canal and
Yako Tsuzuki

三
河
国
碧
海
郡
和
泉
村（
現
在
の
安
城

市
和
泉
町
）に
生
ま
れ
る

新
開
計
画
を
幕
府
へ
出
願

幕
府
か
ら
計
画
の
一
部
許
可
が
出
た

が
、９
月
10
日
病
没

新
開
計
画
の
取
り
下
げ

岡
本
兵
松
、伊
豫
田
与
八
郎
ら
の
計
画

を
基
に
開
削
工
事
開
始

明
治
用
水
通
水
開
始

従
五
位
が
贈
ら
れ
る

明
和
２
年

（
１
７
６
５
）

文
政
10
年

（
１
８
２
７
）

天
保
４
年

（
１
８
３
３
）

天
保
６
年

（
１
８
３
５
）

明
治
12
年

（
１
８
７
９
）

明
治
13
年

（
１
８
８
０
）

大
正
２
年

（
１
９
１
３
）

都
築
弥
厚
の
生
涯

Former mainstream of the Meiji Canal
かつての明治用水本流※

Excavation plan drawn by Yako Tsuzuki (1832)
都築弥厚開削計画図（天保3年）※

Bronze statue of Yako Tsuzuki
(in Yako Park)

都築弥厚銅像
（弥厚公園）

Farming in olden times
昔の農業の様子※

Former Nakaisuji
かつての中井筋※

か
ん
が
い

※…明治用水土地改良区より提供
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「明治川」といういかにも弥厚にふさわしい名前の神社。
用水守護のため、水に縁の深い三柱の神を中心に、
明治用水開削の功労者とともに弥厚が奉られています。

都 築 弥 厚 ゆ かりの 地

明 治 川 神 社
Meijigawa Shrine is closely connected to Yako Tsuzuki

明治用水を通して、水・農・食・環境について
楽しみながら学べる機会を地域や子どもたちに提供しています。

いつの時代も水の大切さを忘れないために。

水 を 大 切 に す るこころ

水 のかんきょう学 習 館
Aquatic Environment Learning Center - Valuing Water Resources

Nankichi Niimi
in Anjo 

単
行
本
『
良
寛
物
語　

手
毬
と
鉢
の

子
』が
出
版
さ
れ
、そ
の
後
も
次
々
に
代

表
作
を
執
筆
。
翌
17
年
に
は
初
の
童
話

集『
お
ぢ
い
さ
ん
の
ラ
ン
プ
』が
出
版
さ

れ
、幼
い
頃
か
ら
の
夢
で
あ
っ
た
童
話
作

家
と
な
り
ま
し
た
。29
年
７
か
月
と
い
う

短
い
生
涯
の
中
で
数
多
く
の
作
品
を
残

し
た
新
美
南
吉
。作
家
と
し
て
、教
師
と

し
て
、安
城
で
過
ご
し
た
５
年
間
は
、最

も
輝
い
た
青
春
時
代
で
し
た
。

　

童
話『
ご
ん
ぎ
つ
ね
』な
ど
で
知
ら
れ

る
新
美
南
吉
は
、昭
和
13
年
（
１
９
３

８
）４
月
に
安
城
高
等
女
学
校
の
教
師

と
し
て
赴
任
し
、英
語
や
国
語
な
ど
を

担
当
し
ま
し
た
。ま
た
、着
任
時
に
入
学

し
た
19
回
生
の
担
任
と
し
て
、卒
業
ま
で

の
４
年
間
を
受
け
持
ち
ま
し
た
。
南
吉

は
昭
和
14
年（
１
９
３
９
）４
月
か
ら
現

在
の
安
城
市
新
田
町
で
下
宿
を
始
め
、

執
筆
活
動
に
も
熱
心
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
昭
和
16
年
（
１
９
４
１
）に
は
初
の

子
ど
も
の
頃
か
ら
の
夢
を

安
城
で
叶
え
た
新
美
南
吉

Nankichi Niimi is known for “Gon, the Little Fox” and other fairy 
tales. He spent five years in Anjo as a teacher at Anjo Girls 
High School. During these years, he enthusiastically wrote 
stories and published his first fairy tale book, “Grandfather’s 
Lamp”, thereby realizing his childhood dream to become a 
fairy tale writer.

Nankichi Niimi realized
his childhood dream in Anjo

Short trip to the
Iwazu Tenmangu Shrine 

(March 10, 1941)

岩津天神への遠足
（昭和16年3月10日）

Commemorative photo : the 19th class of
Anjo Girls High School (May 25, 1938)

安城高等女学校19回生入学記念写真
（昭和13年5月25日）

安
城
の

新
美
南
吉

1819
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「
南
吉
が
青
春
を
過
ご
し
た
ま
ち 

安

城
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、南
吉
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。Ｊ
Ｒ
安
城

駅
前
商
店
街
を
中
心
に
、南
吉
や
南
吉

作
品
を
題
材
と
し
た「
南
吉
ウ
ォ
ー
ル
ペ

イ
ン
ト
」を
は
じ
め
、新
美
南
吉
生
誕
百

年
を
記
念
し
て
設
置
さ
れ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト「
南
吉
回
想
の
窓
」、ベ
ン
チ
に
座
っ
て

本
を
読
ん
で
い
る
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

オ
ブ
ジ
ェ「
南
吉
語
ら
い
の
椅
子
」な
ど
、

歩
く
先
々
で
南
吉
の
世
界
観
や
、そ
の
あ

た
た
か
さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
南
吉
の
世
界
」を

感
じ
る
ま
ち
に

We are developing a city filled with the traces of Nankichi under the catchphrase ;  
“Anjo, the city where Nankichi spent his young adulthood”. People can feel the world 
of Nankichi and its warmth in many places across the city through the “Nankichi Wall 
Paintings”, monuments, objects, etc.

A city where people can feel the “world of Nankichi”

“Nankichi’s bench of exchange”,

an object that reflects

the image of Nankichi reading a book

読書をし
ている南

吉を

イメージ
したオブ

ジェ

「南吉
語らいの

椅子」

“Nankichi’s window of recollection”,
a monument that reflects the image of

Anjo Girls High School

安城高等女学校の校舎を
イメージしたモニュメント
「南吉回想の窓」

Conveying the traces of
Nankichi Niimi

新
美
南
吉
の

ま
ち
づ
く
り

豊かな感性そのままに
南吉が最も輝いた安城時代の作品たち

倉でランプを見つけてきた東一君。東一君のおじいさんは、
そのランプを見てある話を始めます…。東一君の祖父が自身
を語ったこの物語は、最初の童話集のタイトルになりました。
装丁と挿絵は世界的な版画家の棟方志功によるものです。

Fairy tale book “Grandfather’s Lamp”
昭和15年（1940）執筆／昭和17年（1942）発行

おぢいさんのランプ
童話集

花のき村にやってきた5人の盗人たち。ずっと盗人をしてきた
かしら以外は、盗人になりたての弟子たちでした…。盗人の
かしらが花のき村の「心の善い人々」に信用されることで「美
しい心」を取り戻し、改心するまでの不思議な物語です。

Fairy tale book “Hananoki Village and the Thieves”
昭和17年（1942）執筆／昭和18年（1943）発行
花のき村と盗人たち
童話集

Fairy tale book “The Cow
Tied to a Camellia Tree”

昭和17年（1942）執筆
昭和18年（1943）発行

牛をつないだ椿の木
童話集

Bibliography “The Tales of Priest Ryokan
- a Handball and an Alms Bowl”

昭和16年（1941）執筆・発行

良寛物語
手毬と鉢の子

伝記

Poetry “Snow and Skylark”

昭和14年（1939）執筆
昭和17年（1942）発行

雪とひばり
詩集

Sketchbook “Rokkon Seiten”
昭和14年（1939）執筆
六根晴天

画帖

７
月
30
日
、
愛
知
県
知
多

郡
半
田
町
（
現
半
田
市
）

に
生
ま
れ
る

本
名
渡
辺
正
八

11
月
、
生
母
り
ゑ
病
没

７
月
、
り
ゑ
の
実
家
・
新

美
家
の
養
子
と
な
る

１
月
、児
童
雑
誌『
赤
い
鳥
』

に
『
ご
ん
狐
』
掲
載

４
月
、
安
城
高
等
女
学
校

に
赴
任

４
月
、
安
城
町
出
郷
（
現

新
田
町
）
の
大
見
坂
四
郎

方
に
下
宿

５
月
、
友
人
江
口
榛
一
の
薦

め
で
哈
爾
濱
（
は
る
ぴ
ん
）

日
日
新
聞
へ
寄
稿
を
始
め
る

10
月
、
単
行
本
『
良
寛
物

語　

手
毬
と
鉢
の
子
』
出
版

『
牛
を
つ
な
い
だ
椿
の
木
』

『
花
の
き
村
と
盗
人
た
ち
』

な
ど
の
代
表
作
を
執
筆

10
月
、
童
話
集
『
お
ぢ
い

さ
ん
の
ラ
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「
南
吉
が
青
春
を
過
ご
しし
た
ま
ち
安

城
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
にに
、南
吉
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
すす
。Ｊ
Ｒ
安
城

駅
前
商
店
街
を
中
心
に
、南南
吉
や
南
吉

作
品
を
題
材
と
し
た「
南
吉吉
ウ
ォ
ー
ル
ペ

イ
ン
ト
」を
は
じ
め
、新
美
南南
吉
生
誕
百

年
を
記
念
し
て
設
置
さ
れ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト「
南
吉
回
想
の
窓
」、ベ
ンン
チ
に
座
っ
て

本
を
読
ん
で
い
る
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

オ
ブ
ジ
ェ「
南
吉
語
ら
い
の
椅
子
」な
ど
、

歩
く
先
々
で
南
吉
の
世
界
観観
や
、そ
の
あ

た
た
か
さ
に
触
れ
る
こ
と
がが
で
き
ま
す
。

「
南
吉
の
世
界
」を

感
じ
る
ま
ち
に

We are developing a city filled with the traces of Nankichi under the catchphrase ; 
“Anjo, the city where Nankichi spent his young adulthood”. People can feel the world
of Nankichi and its warmth in many places across the city through the “Nankichi Wall
Paintings”, monuments, objects, etc.

A city where people can feel the “world of Nankichi”

“Nankichi’s bench of exchange”,

an object that reflects

the image of Nankichi reading a b

読書をし
ている南

吉を

イメージ
したオブ

ジェ

「南吉
語らいの

椅子」

“Nankichi’s window of recollection”,
a monument that reflects the image of

Anjo Girls High School

安城高等女学校の校舎を
イメージしたモニュメント
「南吉回想の窓」

book

Conveying the traces of
Nankichi Niimi

新
美
南

ま
ち
づ
く

豊かな感性そのままに
南吉が最も輝いた安城時代の作品たち

倉でランプを見つけてきた東一君。東一君のおじいさんは、
そのランプを見てある話を始めます…。東一君の祖父が自身
を語ったこの物語は、最初の童話集のタイトルになりました。
装丁と挿絵は世界的な版画家の棟方志功によるものです。

Fairy tale book “Grandfather’s Lamp”
昭和15年（1940）執筆／昭和17年（1942）発行

おぢいさんのランプ
童話集

花のき村にやってきた5人の盗人たち。ずっと盗人をしてきた
かしら以外は、盗人になりたての弟子たちでした…。盗人の
かしらが花のき村の「心の善い人々」に信用されることで「美
しい心」を取り戻し、改心するまでの不思議な物語です。

Fairy tale book “Hananoki Village and the Thieves”
昭和17年（1942）執筆／昭和18年（1943）発行
花のき村と盗人たち
童話集

Fairy tale book “The Cow
Tied to a Camellia Tree”

昭和17年（1942）執筆
昭和18年（1943）発行

牛をつないだ椿の木
童話集

Bibliography “The Tales of Priest Ryokan
- a Handball and an Alms Bowl”

昭和16年（1941）執筆・発行

良寛物語
手毬と鉢の子

伝記

Poetry “Snow and Skylark”

昭和14年（1939）執筆
昭和17年（1942）発行

雪とひばり
詩集

Sketchbook “Rokkon Seiten”
昭和14年（1939）執筆
六根晴天

画帖
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れ
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狐
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４
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友
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薦
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濱
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南
吉
が
青
春
を
過
ご
し
た
ま
ち 

安
城

House where Nankichi lodged
(Shinden-cho)

南吉の下宿先（新田町）

Nankichi Poetry Garden
(Sakuramachi Elementary School)

南吉のうた庭園（桜町小学校）

A monument of Nankichi’s poem about seashells
(Anjo Chubu Elementary School)

貝殻詩碑（安城中部小学校）

Hananoki Jizo statue
(Hananoki-cho)

花ノ木地蔵（花ノ木町）

A monument of Nankichi’s poem about a farmhouse
(Shinden Elementary School)

百姓家詩碑（新田小学校）

A monument of Nankichi’s poem about snails
(Sakuramachi Elementary School)

ででむし詩碑（桜町小学校）

A monument of Nankichi’s poem about cattle
(Anjo Park)

牛詩碑（安城公園）

A monument commemorating the 100th anniversary
of Nankichi’s birth (Anjo High School)

新美南吉生誕百年記念碑（安城高等学校）

市内の各所には、今なお残る南吉ゆかりの場所や
新たに整備され、親しまれているスポットがたくさんあります。
まちのここにも、あそこにも「南吉の世界」が彩っています。
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ere Nankichi House whuse where Nankichi ankichi lodgedd
hinden-chhinden-c(Sh chcho)(Shinden cinden cho)

下宿先（新田南吉の下南吉吉の下下宿先（新田下宿先先（新田田町）田町）

Poetry Gardenkichi PNan Poetry GardePoetry nn
achi Elementa(Sakuramakuramaachi Elementaementaary Schhool)

うた庭園（桜町小学校吉のう南吉 うた庭園（桜うた庭 桜町小学校桜町小 校）校）

A monument of Nankichi’s poem about seashellsA monumeA m ent of Nankicent of N hi s poem abhi s po bout seashellsout se sA monumemonumeent of NankicNankichi’s poem aboem abbout seashellsashellss
bu Elementarjo Chu(Anj bu Elementarbu Ele ry School)ry Scho

碑（安城中部貝殻詩碑殻詩碑碑（安城中部城中部部小学学校）

Hananoki Hannanoki Jizo statueJizo statue
(Hananokii-cho)

地蔵（花ノ木ノ木地花ノ 花ノ木地蔵（花 木町）

nkichi’s poem about a farmA monnument of Nant of Nannkichi’s poems poemm about a farmt a farmmhousee
(Shinden Elementary School)(Shindden Elementaden Ele ary School)ary Sch(Shind(Shindden Elementaementaary School)ool)

新田小学校）百姓百姓家詩碑（新家詩碑碑（新新田小学校）新田小学校）））

nkichi’s poem about snailsA monnument of Nannument nkichi’s poemnkichi’s m about snailsm abou ss
mentary Schoo(Sakur(Sakurramachi Elemhi Elemmentary Schooy Schoool)

桜町小学校ででむむし詩碑（桜むし詩 桜町小学校桜町小 校校）

A monument of Nankichi’s poem about cattlepA monA monnument of Nant of Nannkichi’s poems poemm about cattlet cattlee
(Anjo PPark)

公牛詩碑（安城公安城公公園）

memorating the 100th anniA monA monnument commnumentt commmemorating thmemoraating thhe 100th annihe 100tth anniversaryversaryy
of Nannkichi’ss birth (Anjo HHigh Scchool)

百年記念碑（安城高等新美 生誕百南吉生 記念碑百年記 城高等碑（安城 校）等学校

内の各所には、今なお残る南吉ゆかりの場所や市内市内の各所内の各各所には、今なには なお残る南なお残残 南南吉ゆかり南吉ゆ りの場所やりの場所やや
新たに整整備され、、親ししまれているるスポポットがたくさんんあります。。

ここにも、あそこにも「南吉の世界」が彩っていままちのま ここにも、あここに あそこにもあそこ も「南吉の世も「南吉 世界」が彩世界 彩っていま彩って す。
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